
督

当
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寒さに負けず釣果を牡う太公望

（江ノ島海岸）
第18回『あめますダービーin島牧大
会』2月1日オープン
☆参加者登録288人
▼開催期間
2月1日～3月23日までの52日間

▼開催場所

島牧海岸全域
▼審査交流発表会
3月23日永豊生活改善センター
11：00～13：00



※　自主財源……村が自主的に収入得るお金

依存財源……国や道から交付されたり、割り

村税（1億鵡5万1千円）の内訳

132千円

108，851千円

湯

94．6110，641千円

790千円

村民1人あたり約41万9千円
（前年度比較約4千円の減）

H13　　Hl4　　Hl5　　H16　　H17　　H18

※基金（預金）は、使途目的により区分されており、必要

に応じて取り崩して使えるようになっています。

一
般
会
計
は
、
歳
入
決
算
額
2
0
億
3
、

4
4
1
万
8
千
円
、
歳
出
決
算
額
2
0
億

2
、
3
1
5
万
5
千
円
で
、
歳
入
歳
出
の

差
引
額
で
は
1
、
1
2
6
万
3
千
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
基
金
の

繰
入
額
3
、
6
5
7
万
1
千
円
を
除
く
再

収
支
で
は
2
、
5
3
0
万
8
千
円
の
赤
字

です。ま
た
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
9
3
・
0
％
と
前
年
度
か
ら
2
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
通
常
は
7
0
％

～
8
0
％
が
妥
当
と
さ
れ
て
お
り
、
依
然
高

率
で
財
政
の
硬
直
化
状
態
は
続
い
て
い
ま

す。
村
で
は
、
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
を
基

に
、
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
財
政

健
全
化
計
画
　
（
そ
れ
ぞ
れ
計
画
期
間
　
H

1
7
年
度
～
＝
2
1
年
度
）
　
を
策
定
し
、
人
件

費
を
は
じ
め
内
部
管
理
経
費
等
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
平
成
1
3
年
度
か
ら

の
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
は
、
村
税
等
の

自
主
財
源
に
乏
し
く
、
一
般
財
源
の
約
8
0

％
を
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
脆
弱

な
財
政
構
造
の
本
村
に
と
っ
て
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ます。今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
ま

す
が
、
主
要
財
政
指
数
の
改
善
に
更
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



■－主　な　事　業－
・バス交通確保対策補助金
・社会福祉協議会助成

ふるさと林道千走線緊急
・整備事業負担金
・千走用水路補修工事
・種苗生産育成管理事業
・商工会運営助成
・尾形の川整備工事
・元町団地排水施設整備工事
・中学校体育館屋根補修工事
・給食センター外壁改修工事
・人材育成事業

主な財政指数

14，016千円

6，289千円

13，808千円

1，586千円

7，130千円

8，637千円

2，184千円

3，553千円

3，339千円

1，575千円

2，485千円

三≡　……三≡デ三三≡三三
14　　　　0．090　　　　　　　　　24．6％　96．5％

15　　　　　0．∝亀

0．105

17　　　　0．108

18　　　　　0．109

26．5％　94．9％

26．5％　96．4％

93．0％

∴財政力指数
村の財政力を判断するもので、1に近くなるほど財
源に余裕があるとされています。

二葉賞公債費比率
地方税、普通交付税のように使途が特定されておら
ず、毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や
公営企業債に対する繰出金などの公債費に準ずるもの
を含めた実質的な公債費相当額（普通交付税が措置さ
れるものを除く）に充当されたものの占める割合の3
ケ年度の平均値です。
地方債協議制度の下で、18％以上の団体は、地方債
の発行に際し許可が必要となります。
25％以上の団体は単独事業に係る地方債が制限さ
れ、35％以上の団体は、これらに加えて一部の一般公
共事業債についても制限されることになります。

し．生活費負担比率
一般財源がどのくらい公債費（借金等の返済）に使わ

れているかを示すもので15％が警戒ライン、20％が危
険ラインとされています。

∈・＿：こ■二j匿欝嘔支比率

地方税、普通交付税のように使途が特定されておら
ず、毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費、
扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経
費に充当されたものが占める割合で、70％～80％に収
まることが妥当とされています。

四日日日田日
単位：千円

護保険事業
別　会　計

312，138　310，204　1，934　　32，972

465，824　465，824　　　　0　16，254

311，399　313，312　△1，913　　25，038

241，196　228，209 12，987　　43，310

人　件　費　職員給与、議員報酬、医師嘱託手当等
公　債　費　起債（借金）の返済、一時借入金の利子
補助費等　産業団体への補助、一部事務組合等への

負担金
物　件　費　賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、

委託料、使用料及び賃借料、原材料費、
備品購入費等

繰　出　金　国保会計、簡易水道会計、介護保険会計、
老人保健会計への支出

扶　助　費　老人医療費、重度医療費、ひとり親医療
費、養護老人ホームの措置費、乳幼児医療
費、児童手当、知的障害者介護給付費等

投資的経費　医師住宅新築工事、ふるさと林道千走線
緊急整備事業負担金などの普通建設事業
と災害復旧事業、失業対策事業を合算し
たものをいいます。

貸　付　金　産業団体、ソーイング島牧等への短期資
金の融資

村民1人あたり約120万7千円
（前年度比較約5万8千円の減）

H13　H14　H15　H16　H17　H18　H19

※平成18年度末地方債の残高には、臨時財政対策債
（普通交付税からの振替分）残高940，420千円が含ま
れており、それを除くと1，447，584千円（村民1人あたり
約731千円）になります。
臨時財政対策億は、平成13年度から、地方交付税特
別会計からの借入金による地方財源不足補填方式をや
めて、地方自治体が直接借入を行う方式に切り替えた
もので、元利償還金については、理論方式により、全額
交付税措置されます。

険
計
集
計
健
計

錮
墜
警
保
会



卸歳の門出を祝う

平成20年島牧村成人式

滞「
『」
」－▼▼▼＿＿＿」

★成人宣言する平田里沙さん

★成人者を代表して謝辞を述べる山田恭介くん

お詫び
広報12・1月号の12P　新成人名簿の中で冨浦地区平田理沙と
あ。ましたが里沙の誤りでした0また歌島地区田中憲祐とありま　王墓旨至芸謂雷岩戸も弾み、祝賀会
したが憲佑の誤りでした。訂正し、深くお詫びいたします。

平
成
2
0
年
の
成
人
式
が
、
さ
る
1
月
1
3
日
、
ふ
れ

あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
　
「
お
あ
し
す
」
　
で
行
わ
れ
、
ス

ー
ツ
や
晴
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
2
0
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
は
じ
め
来
賓
の
方
々
か
ら
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
受
け
て
、
平
田
里

沙
さ
ん
　
（
富
浦
）
　
が
　
「
私
達
を
育
て
て
く
れ
た
両
軸

親
、
先
生
、
社
会
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
平
等
の
権
利
の
下
に
そ
の
義
務
と
責
任
を
果

た
し
ま
す
」
　
と
力
強
く
成
人
宣
言
。
最
後
に
新
成
人

を
代
表
し
て
山
田
恭
介
く
ん
　
（
泊
）
　
が
　
「
本
日
の
感

激
を
胸
に
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
、
2
1

世
紀
の
年
に
夢
と
希
望
を
持
ち
大
人
社
会
の
一
員
と

し
て
努
力
し
ま
す
」
　
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
に
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
同
級
生
と

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
も
弾
み
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。



鎗

肴
○し∴

新たにする団員

、－、－、－

1

一一　　l‾1、－

1／2　88歳

2／9　88歳　　　〉1／15　88歳　　）1／4　88歳

お詫び
広報10・11月号で竹達タケさんに100歳のお祝品が国（内閣総理大臣）
及び道（北海道知事）から贈られたと紹介しましたが、正式には
国（内閣総理大臣）からでした。訂正し、深くお詫びいたします。

ト

．

ト

．

■

．

■

l

■

．

ト

新
年
恒
例
の
消
防
団
出
初
式
が
、
1
月
5
日
、
永
豊
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
で
団
員
ら
閑
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た。
式
で
は
、
制
服
に
身
を
固
め
た
団
員
が
整
列
す
る
中
、
永

年
勤
続
者
に
対
し
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、
続
い
て
藤
澤
村
長

の
挨
拶
、
高
島
団
長
か
ら
年
頭
の
訓
示
が
あ
り
、
火
災
や
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▼
北
港
適
知
事
表
彰

【
勤
労
章
3
0
年
】

増
田
　
敦
（
第
7
分
団
分
団
長
）

【
勤
続
章
2
0
年
】

中
山
達
己
（
第
6
分
団
部
長
）

中
山
雄
一
（
第
5
分
団
班
長
）

伊
藤
　
明
（
第
3
分
団
班
長
）

中
山
隆
徳
（
第
7
分
団
団
員
）

【
勤
続
章
1
0
年
】

小
番
年
春
（
第
1
分
団
班
長
）

境
　
正
徳
（
第
1
分
団
班
長
）

▼
組
合
管
理
者
表
彰

【
勤
続
章
3
0
年
】

河
崎
敏
雄
（
第
3
分
団
分
団
長
）

成
田
　
巌
（
第
4
分
団
分
団
長
）

福
井
　
穣
（
第
3
分
団
部
長
）

本
間
則
秀
（
第
3
分
団
団
員
）

【
退
団
者
表
彰
】

三
春
剛
司
（
元
第
1
分
団
長
）

本
庄
彦
一
（
元
第
6
分
団
長
）

天
満
良
夫
（
元
第
1
分
団
班
長
）

伊
藤
　
学
（
元
第
4
分
団
団
員
）

鈴
木
邦
彦
（
元
第
7
分
団
団
員
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
3
0
年
】

増
田
　
敦
（
第
7
分
団
分
団
長
）

▼
北
港
埴
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
　
績
　
章
】

藤
田
　
等
（
第
2
分
団
分
団
長
）

【
勤
続
章
3
0
年
】

増
田
　
敦
（
第
7
分
団
分
団
長
）

河
崎
敏
雄
（
第
3
分
団
分
団
長
）

成
田
　
巌
（
第
4
分
団
分
団
長
）

福
井
　
穣
（
第
3
分
団
部
長
）

本
間
則
秀
（
第
3
分
団
団
員
）

【
勤
続
章
2
0
年
】

中
山
達
己
（
第
6
分
団
部
長
）

木
村
順
一
（
第
7
分
団
班
長
）

渡
邁
忠
行
（
第
5
分
団
団
員
）

【
勤
続
章
1
0
年
】

小
番
年
春
（
第
1
分
団
班
長
）

境
　
正
徳
（
第
1
分
団
班
長
）

▼
北
海
遥
消
防
協
会

後
志
地
方
支
部
長
表
彰

【
勤
続
3
0
年
以
上
退
団
者
】

三
春
剛
司（
元
第
1
分
団
分
団
長
）

本
庄
彦
一
（
元
第
6
分
団
分
団
長
）

さ
る
1
月
1
6
日
　
宇
栄
磯
の
久
慈

久
良
さ
ん
に
北
海
道
選
挙
管
理
委
員

会
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
さ
ん
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
投
票
率
の

向
上
、
開
票
所
要
時
間
の
短
縮
な
ど

選
挙
事
務
の
効
率
化
や
選
挙
普
及
啓

発
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
他
の
模
範
に
な
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
に

も
、
昨
年
行
わ
れ
た
北
海
道
知
事
・

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

同
様
の
事
由
に
よ
り
同
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

☆
鍵
谷
勤
さ
ん
瑞
宝
や
綬
章
受
章

島
牧
村
字
永
豊
町
出
身
の
京

都
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
鍵
谷

勤
さ
ん
　
（
8
1
歳
）
　
が
、
昨
年
秋

に
教
育
研
究
功
労
に
よ
り
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

島
牧
村
出
身
の
方
の
ご
活
躍

に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す。

齢
稚
る
〝
石
岡
　
慶
三
さ
ん
（
元
町
）

佐
々
木
　
ミ
ヱ
さ
ん
（
港
）

金
子
　
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
（
豊
浜
）
　
菅
原
　
ハ
ツ
ヱ
さ
ん



人材育成ふるさと創生事業
小学5年生視察研修で東京へ

◎
初
め
で
の
東
京
で

一
番
楽
し
か
っ
た
事

肌
木
村
　
麻
祐
子

子
ど
も
達
に
広
い
視
野
か
ら
ふ
る

里
　
「
島
牧
」
　
を
見
る
感
覚
を
養
っ

て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も
小
学
5

年
生
1
3
人
が
参
加
し
た
国
内
研
修

視
察
が
、
1
月
7
日
か
ら
川
目
ま

で
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
初
め
て
東
京
に
い
っ
て

一
番
楽
し
か
っ
た
事
は
三
日
目
に

行
っ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
事

で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
お
店
な
ど

い
ろ
ん
な
物
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
の
班
は
ワ
ー
ル
ド
バ

ザ
ー
ル
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
耳
を
買

っ
て
行
き
ま
し
た
。

耳
を
買
っ
た
後
私
の
班
は
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
り
ま
し
た
。
そ

の
名
前
は
カ
リ
ブ
の
か
い
ぞ
く
と

い
う
も
の
に
の
り
、
そ
れ
は
、
と

て
も
こ
わ
く
て
泣
き
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

で
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次
に

乗
っ
た
の
は
カ
ヌ
ー
に
の
り
み
ん

な
で
こ
ぎ
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
次
に
ま
っ
て
い
た
の

は
、
ス
プ
ラ
ツ
ス
ユ
マ
ウ
ン
テ
ン

に
の
り
ま
し
た
。

私
は
同
じ
班
の
人
と
一
番
ま
え

に
の
り
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
で
も

み
ん
な
で
楽
し
く
の
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

私
は
、
み
ん
な
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
い
け
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、

ク
リ
ッ
タ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
に
あ
る

ス
プ
ラ
ツ
ス
ユ
マ
ウ
ン
テ
ン
で

す。

そ
れ
で
東
京
に
行
っ
て
感
じ
た

事
は
、
空
気
が
悪
か
っ
た
で
す
。

あ
と
建
て
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
は
、
島
牧
に
も
大
き
い
建
て

物
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し

た。

に
思
い
出
で
す
。
一
番
の
思
い

出
は
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
、
は
と
ば
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
で
す
。
乗
っ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
の
ゴ
ー

コ
ー
ス
タ
ー
、
プ
ー
さ
ん
の
ハ
ニ

ー
ハ
ン
ト
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ

ン
テ
ン
、
カ
リ
ブ
の
海
賊
で
し

た
。
ど
れ
も
す
ご
か
っ
た
の
で
す

が
、
僕
が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た

の
は
カ
リ
ブ
の
海
賊
で
す
。

そ
の
中
の
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
パ

ロ
ウ
の
敵
で
あ
る
、
た
こ
の
よ
う

な
怪
物
の
、
デ
イ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
が
映
っ
た
C
G
で
出
来
た
川
を

自
分
達
が
船
に
乗
っ
て
通
過
す
る

所
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
こ

の
四
日
間
と
て
も
楽
し
い
四
日
間

で
し
た
。
島
牧
と
比
べ
て
観
光
名
所
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

で
も
自
然
が
少
な
く
て
残
念
で

し
た
。

◎
国
内
視
察
へ

酬

　

　

　

　

　

行

つ

感
想

◎
東
京

て
の
感
想

…

　

　

　

　

佐

藤

　

蘭

将

僕
は
こ
の
研
修
で
初
め
て
飛
行

機
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
学
ん

だ
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
ず
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
テ

ー
マ
パ
ー
ク
は
人
が
と
て
も
多
く

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
る
時
、
四

十
分
か
ら
一
時
間
待
ち
と
言
う
事

を
都
会
に
来
て
知
り
ま
し
た
。
次

一
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三

日
間
、
東
京
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
一
目
目
は
キ
ッ
ザ
ニ
ア
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。

中
は
と
て
も
こ
ん
で
い
て
ほ
と

ん
ど
の
体
験
す
る
所
が
三
十
分
以

上
待
た
な
い
と
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
の
で
、
あ
い
て
い
る
所
は

な
い
か
と
何
週
も
し
ま
し
た
が
ま

っ
た
く
あ
い
て
い
る
所
が
な
い
の

）

で
　
「
こ
こ
は
こ
ん
き
よ
く
ま
と

う
」
　
と
思
い
テ
レ
ビ
局
で
ま
ち
、

よ
う
や
く
入
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

局
で
は
い
ろ
ん
な
仕
事
が
わ
り
ふ

ら
れ
て
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
ま
っ
と
う
し
ま
し
た
。
一
日

目
は
最
初
か
ら
楽
し
か
っ
た
で

す。

二
日
目
は
、
は
と
バ
ス
で
都
内

め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
皇
居
前
、

浅
草
、
東
京
タ
ワ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
と
く
に
す
ご
か
っ
た
の
は
、

東
京
タ
ワ
ー
の
展
望
台
で
、
東
京

の
景
色
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。

も
う
一
つ
す
ご
か
っ
た
の
は
、

ゆ
か
が
ガ
ラ
ス
ぼ
り
に
な
っ
て
い

る
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

こ
を
見
る
と
自
分
が
す
ご
い
高
さ

に
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
二
日
目
は
、
色
々
な
と
こ
ろ

へ
行
き
と
て
も
つ
か
れ
ま
し
た
。

三
日
目
は
テ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

へ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ジ

ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
み

ま
し
た
。
と
て
も
速
く
て
、
　
「
な

ん
で
こ
ん
な
に
速
い
ん
だ
」
　
と
思

う
ほ
ど
で
す
。

ほ
か
に
も
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
が
こ

わ
く
て
の
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ

か
に
も
カ
リ
ブ
の
海
賊
に
も
の
り

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

東
京
に
い
っ
て
、
島
牧
と
は
ち

が
い
環
境
は
悪
い
け
ど
楽
し
い
と

こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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蘭
「
サ
ミ
ッ
ト
つ
て
な
あ
に
？
」

今
月
号
よ
り
、
今
年
7
月
に
洞
爺
湖
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
の
記
事
を
連
載
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
は
「
サ
ミ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で

す
か
？
　
こ
の
会
議
は
、
毎
年
、
目
・
露
・
米
・

仏
・
独
・
加
・
伊
・
英
8
か
国
の
首
脳
及
び
E
U

の
委
員
長
が
参
加
す
る
も
の
で
、
7
5
年
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
開
催
は
、
7
9
年
の
東
京
サ
ミ
ッ

ト
（
第
5
回
）
を
初
と
し
て
、
今
回
で
5
回
目

と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
開
催
国
が
議
長
と

な
り
ま
す
。

「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
7
月
7

日
（
月
）
か
ら
9
日
（
水
）
ま
で
の
3
日
間
の
日

程
で
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
、
洞
爺
湖
畔
山
上
の
「
ザ
・
ウ
ィ
ン

ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
」
で
、
ま
た
、
洞
爺
湖
町
の

隣
町
で
あ
る
留
寿
都
村
の
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト

に
は
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
多
く

の
報
道
陣
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
各
国
首
脳
が
一
堂
に

会
し
、
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
に
向
け
て
話
し
合
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
今
年
は
、
「
環
境
」
に
つ
い
て
が
主
要
な
テ

ー
マ
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
、
サ
ミ
ッ
ト
を
機
会
に
、
私
た
ち
も
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

）

②
「
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
（
I
M
C
）

1
っ
て
？
」

★
皆
様
は
、
　
「
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
I
M
C
）
　
」
　
と
い
う
言
葉
は
も
う
ご
存
じ

で
す
か
？

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
、
主
要
8
か

国
の
首
脳
が
集
い
、
国
際
社
会
の
重
要
課
題

が
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
は

も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
多
く
の
報
道
陣
が
訪

れ
ま
す
。
そ
の
話
し
合
い
の
過
程
や
成
果
な
ど
を
世

界
に
発
信
す
る
前
線
基
地
が
　
「
国
際
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
　
（
I
M
C
）
　
」
　
と
な
り
ま
す
。

大
き
な
放
送
局
が
で
き
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。概
要
と
し
て
は
、
報
道
関
係
者
約
4
．
0

0
0
人
の
方
が
利
用
す
る
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

棟
及
び
議
長
・
各
国
首
脳
の
会
見
場
で
、
規

模
は
両
施
設
合
計
で
約
1
1
．
0
0
0
2
m
と

な
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
　
「
地
球
環
境

負
荷
低
減
を
最
大
限
考
慮
し
た
施
設
」
　
と
な

る
予
定
で
す
。

「
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
I
 
M

C
）
　
」
　
は
、
こ
こ
後
志
管
内
留
寿
都
村
に
あ

り
ま
す
　
「
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
」
　
の
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
そ
の
建
設

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
後
志
支
庁
サ
ミ
ッ
ト
推
進
会
議
】

【
村
民
旧
安
全
・
要
地
撃

重
湯
・
産
業
を
守
五
た
め
－
こ

私
達
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
毎
日
利
用
し
て
い
る

道
路
は
、
村
民
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
経
済
・

社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会
基
盤
で

す。
道
路
網
の
整
備
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら
住
民

生
活
に
最
も
密
着
し
た
市
町
村
道
に
至
る
ま
で
、
中

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
体
系
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

ま
た
、
建
設
さ
れ
た
道
路
で
は
、
適
切
か
つ
計
画

的
な
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
の
建
設
や
維
持
管
理
な
ど
の
道
路

整
備
費
用
は
、
自
動
車
利
用
者
が
費
用
を
負
担
す
る

と
い
う
制
度
に
基
づ
い
て
燃
料
の
消
費
、
自
動
車
の

取
得
や
保
有
の
視
点
で
適
正
な
税
負
担
を
求
め
、
道

路
整
備
の
た
め
の
特
別
な
財
源
と
し
て
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
　
『
道
路
整
備
費

の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法

律
』
　
に
基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
が
利

用
し
て
い
る
村
道
の
建
設
や
維
持

管
理
に
も
充
て
ら
れ
て
お
り
、
地

方
道
路
譲
与
税
や
自
動
車
取
得
税

交
付
金
な
ど
と
し
て
島
牧
村
へ
も

約
3
．
7
0
0
万
円
の
予
算
が
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
制
度
が
見
直
し
さ

れ
る
と
島
牧
村
へ
の
予
算
が
約

1
，
7
0
0
万
円
も
減
収
し
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
道

路
を
利
用
す
る
た
め
の
防
災
工
事

や
維
持
・
除
雪
工
事
な
ど
の
財
源

が
減
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
な
ど
村
の
生
活

や
産
業
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
か

ね
ま
せ
ん
。
（
総
務
課
企
画
係
）



もう杏ぐl年生
入学式だ待ちとおしい
☆今年の新I年生膝柑人

名前をよばれたら、元気いっぱいの
返事です。

入学を待ちわびるちゃめっけたっぷりの子どもたち

石

井

）　愛あ奈な　諒準雅号　恵え圭

海み菜な　葵票莱ま斗と太た　水な吾ご

（　　　　　　（　　　　　　　　　′■＼　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　　　　　　　（　　　　　　（

忍博　　義教茂雄　　緑博））　　幸詞雄二　　朗樹
）　　　　　　）　　　　　　）　　　　　　）　　　　　　　　　　　　）　　　　　　）

児童扶養手当　　　　　】　特別児童扶養手当 

支給要件 �次に該当する児童（18歳になった年度末まで、障害 �国内に住所があり、20歳未満で中 

がある場合は20歳未満）を養育している母、または 
養育している方 
・父母が婚姻を解消した児童 �程度の障害（個々の状態に応じて 
・父が死亡した、または生死が明らかではない児童 �判定されます）のある児童を養育 
・父に重度の障害がある児童 �している保護者 
・父に1年以上遺棄されている児童 
・母が未婚で生まれた児童 

所得制限 ′限度額 � � 

0人　　19万円　　　　192万円　　　　236万円 �0人　や59万6千円、628万7千円字 

1＿人　　57万円　　　230万円　　　274万円 �1人　497万6千円∴653万6千円： 

わ∴∵宣議円　　　268万円　　　312万円 �2人　　535万6千円　くv　674万9千円‡ 

3人　133万円　　　306万円　　　350万円 �3人　　573万6千円；696万2千円　＝ 

チ＿へ　　扶養親族等が一人増すごとに38万円追加 �4人　扶養親族等が一人増すごとに38万円追加 

支給額 �児童1人 �重度の障害・・・月額50，750円 

・所得に応じて、全額支給 

月額41，720円、又は一部支給月額41，720円から 
9，850円 

児童2人 �中程度の障害・・・月額33，800円 
・児童1人の支給額に5，000円増額 

児童3人以上 
・1人につき3，000円増額 

支給時期 �毎年4・8・12月の11日にそれぞれ前月分までが支払われます。 
（11日が土・日・祝日の場合は、11日前の金融機関の営業日） 

※　手続きについてなど、詳しくは役場・福祉課福祉係にお聞合せください。

2
月
6
日
に
一
日
入
学
が
行
わ

れ
、
1
年
先
輩
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お

ち
ゃ
ん
達
と
一
緒
に
工
作
　
（
こ
ま

づ
く
り
）
　
や
風
船
競
技
、
お
に
ご
っ

こ
を
し
て
一
足
早
く
小
学
生
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。

4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も
た
ち
は
1
3
人
で
、
対
象
と
な
る

の
は
、
平
成
1
3
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
1
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。

な
お
、
次
の
名
簿
か
ら
も
れ
て
い

る
お
子
さ
ん
や
、
現
住
所
の
変
わ
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、

至
急
教
育
委
員
会
学
務
管
理
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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（讐靂翌竺）
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健康退店

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
見
つ
け
て

プ
ロ
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
日
日

▼
健
診
結
果
に
応
じ
て
プ
ロ
が
指
導
し
ま
す

健
診
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改

善
の
必
要
性
が
あ
る
人
に
は
、
引
き
続
き

特
定
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
の
必
要
性
が
低
い
人

は
　
「
情
報
提
供
」
　
の
み
、
中
程
度
の
人
は

「
動
機
づ
け
支
援
」
、
高
い
人
に
は
　
「
積

極
的
支
援
」
　
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
　
「
情
報
提
供
」
　
に
関
し
て

も
、
今
は
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
リ
ス
ク
が
比
較
的
少
な
い
と
い
う
だ
け

で
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

個
人
に
合
っ
た
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

（
健
康
な
人
も
含
め
て
受
診
し
た
方
全
員

に
行
わ
れ
ま
す
。
）

●
メ
タ
ボ
予
備
群
の
人
に
「
動
機
づ
け
支

援」
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ

ス
ク
が
出
は
じ
め
た
人
で
す
。

リ
ス
ク
が
出
は
じ
め
た
人
に
は
、
年

度
内
に
1
回
だ
け
保
健
指
導
が
行
わ
れ

ます。保
健
指
導
に
よ
り
、
自
分
の
生
活
習

慣
の
改
善
点
に
気
づ
き
、
自
分
で
目
標

を
設
定
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
メ
タ
ボ
該
当
の
人
に
「
積
極
的
支
援
」

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ

ス
ク
が
重
な
り
だ
し
た
人
で
す
。

い
く
つ
も
の
リ
ス
ク
が
重
な
り
だ
し

た
人
に
は
、
3
～
6
ケ
月
間
、
積
極
的

な
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

健
診
の
判
定
を
改
善
す
る
た
め
に
、

無
理
な
く
行
え
る
目
標
を
自
分
で
選
択

し
、
継
続
し
て
実
行
し
て
い
く
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
に
は
？

特
定
保
健
指
導
利
用
券
が
送
付
さ
れ

ます。利
用
券
に
は
、
受
診
者
が
　
「
動
機
づ

け
支
援
」
　
か
　
「
積
極
的
支
援
」
　
の
区

分
、
利
用
で
き
る
有
効
期
限
、
自
己
負

担
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
内
に
必
ず
利
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
専
門
家
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
特
定
保

健
指
導
特
定
保
健
指
導
は
医
師
や
保
健
師
な

ど
が
対
象
者
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り

を
考
え
、
計
画
を
立
て
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
や
運
動
指
導
に
関
す

る
知
識
及
び
技
術
を
も
っ
て
い
る
専
門

家
が
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
保
健
指
導
を
上
手
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
係
・
保
健
指
導
係
）

島
牧
診
療
所

飯
塚
．
惇
三

糖
　
尿
　
病
（
第
2
回
）

糖
尿
病
は
、
最
初
の
う
ち
、
ほ
と

ん
ど
自
覚
障
害
の
な
い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
放
置
し
て
あ
く
場
合

が
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に
健
康

診
断
を
う
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

放
置
す
る
と
…
…

○
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
糖
尿
病
の
初
期
の
段
階

か
ら
お
き
ま
す
。

◎
神
経
障
害

高
血
糖
が
続
く
こ
と
に
よ
り
末
梢

神
経
が
障
害
さ
れ
、
し
び
れ
が
あ

り
、
進
行
す
る
と
痛
み
や
熱
さ
の
感

覚
が
麻
癒
し
足
先
が
壊
痘
　
（
く
さ

る
）
　
を
お
こ
し
最
悪
の
と
き
は
足
の

一
部
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
糖
尿
病
の
発
症
か
ら
3
～
5
年
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
網
膜
症

眼
球
の
内
側
の
網
膜
に
出
血
を
お

こ
し
、
失
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。

適
切
な
治
療
を
受
け
ず
に
放
置
し

て
い
る
と
網
膜
が
剥
が
れ
て
失
明
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑳
腎
　
症

糖
尿
病
の
発
病
か
ら
十
年
以
上
経

過
す
る
と
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し

て
き
ま
す
。

こ
れ
は
高
血
糖
が
持
続
す
る
た
め

に
、
腎
臓
の
毛
細
血
管
が
障
害
さ
れ

る
た
め
に
血
液
中
の
老
廃
物
を
排
泄

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

進
行
す
れ
ば
　
〝
腎
不
全
″
　
と
な

り
、
人
工
透
析
が
必
要
と
な
り
ま

す。
次
回
は
、
〝
糖
尿
病
の
治
療
が
必

要
″
　
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
如
何
す

る
？
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ます。



くらしのガイド
役　　　場　　　　　　　75－6211

iセンター　751・6001

箋

∪
＃穫士相談

2月28日（木）・29日（金）

3月10日（月）・11日（火）

3月27日（木）・28日（金）

4月2日（水）・9日（水）

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

住所変更の届出がお済でない方には、大切な「ねんきん特別便」をお届けできません。

住所の変更・訂正はご自身による手続きが必要となりますので、お手数ですが、以下の手続き先でお願
いします。
・国民年金第1号被保険者…・お住まいの市町村役場の窓口

：雷管讐孟習禁書〉・‥厚生年金加入者の方のお勤め先の社会保険担当者の方
・年　金　受　給　者…・お近くの社会保険事務所

結婚・縁組等で名字が変わった方で、氏名変更届出をされていない方は「ねんきん特別便」が、届かな
いことになります。

結び付く可能性のある記録を探すためにも、お手持ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更のお
届けがなされていない方は、変更の届出をお急ぎくださいますようお願いします。
「ねんきん特別便」の内容の確認と確認後の回答について

「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録をお知らせしています。

ご自身の記録にもれがないか十分にご確認いただき、訂正がない場合には同封の「確認はがき」を、訂

正がある場合には「年金加入記録照会票」を、必ず提出していただきますよう、ご協力をお願いいたしま

す。

「ねんきん特別便」専用ダイヤル　　0570－058－555

小　樽　社　会　保　険　事　務　所　　0134－23－4231

場　所　　岩内地方文化センター

日　時　　2月27日（水）13：00～17：00

3月26日（水）13：00～17：00

2月28日（木）9：00～14：00

3月27日（木）9：00～14：00

保険料は忘れずに納めましょう。
国民年金保険料はお支払い方法によって、おトクな割引があります。

平成20年度保険料口座振替前納申し込みは3月初旬までに
詳細は、小樽社会保険事務所へお問い合わせください。

例
年
2
月
は
、
気
温
の
寒
暖
の

差
が
大
き
く
な
り
、
氷
の
よ
う
に

な
っ
た
雪
が
屋
根
か
ら
落
ち
て
通

行
人
な
ど
が
下
敷
き
と
な
っ
た

り
、
雪
下
ろ
し
作
業
中
に
屋
根
か

ら
の
転
落
な
ど
、
尊
い
命
を
落
と

す
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う。屋
根
の
雪
や
氷
柱
を
早
め
に
下
ろ

し
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
画
し
た
屋
根
の
雪
や
窓

枠
な
ど
に
付
い
た
氷
柱
を
常
に
点

検
し
、
早
め
に
下
ろ
し
　
（
除
去
）

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
雪
下
ろ
し
の
と
き
に
は

落
氷
雪
に
よ
る

事
故
に
ご
注
意
〓
‥

見
張
り
を
置
く
な
ど
軒
下
の
歩
行

者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
軒
下
は
歩
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

落
氷
雪
の
お
そ
れ
の
あ
る
軒
下

な
ど
は
歩
か
な
い
よ
う
に
し
、
ま

た
、
建
物
を
管
理
し
て
い
る
方

は
、
看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行

者
に
注
意
を
促
す
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
子
ど
も
を
落
氷
雪
の
危
険
が
あ
る

場
所
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
屋
根
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
の
危

険
が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た

と
き
に
は
声
を
か
け
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。



申告区分忍法

2月18日
～3月17日

2月1日
～3月17日

所得税

贈与税

消費税　1月4日

（個人事業者）～3月31日

所
得
税
等
の
確
定
申
告

は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
1
9
年
分
の
所
得
税
・
消
費

税
の
確
定
申
告
及
び
贈
与
税
の
申

告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び

申
告
書
の
受
付
は
、
次
の
と
お
り

です。

）

日
で
す
の
で
税
務
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
直
接
税
務
署
へ
提
出
す
る
場
合

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
書
も

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
課
税
務
係
）

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
は

ラ
イ
セ
ン
ス
制
で
す

お
問
合
せ

倶
知
安
税
務
署

℡

0

1

3

6

－

2

2

－

1

1

9

2

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
書
の

提
出
は
3
月
1
7
日
ま
で
に

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成
1
8
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場

合
は
、
平
成
2
0
年
度
の
住
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
申
告
期
限
は
、
3
月
1
7

船
釣
り
で
さ
く
ら
ま
す
を
釣
る

場
合
は
、
船
舶
ご
と
に
ラ
イ
セ
ン

ス
が
必
要
で
す
。

・
船
釣
り
す
る
時
は

必
ず
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
船
に
乗

船
し
て
く
だ
さ
い
。

・
釣
行
時
間

「
日
の
出
か
ら
日
没
」
ま
で
で
す
。

・釣法使
用
で
き
る
竿
数
は
1
人
1
本
。

・
釣
獲
尾
数

1
人
1
0
尾
以
内
で
す
。

二
フ
イ
セ
ン
ス
証
の
常
備
・
章
旗

の
掲
揚
船
内
に
ラ
イ
セ
ン
ス
証
を
備
え

置
き
、
章
旗
を
掲
揚
し
て
く
だ
さ
い
。

・
乗
船
証
の
配
布

乗
船
す
る
釣
り
人
に
対
し
乗
船

証
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
釣
果
報
告

乗
船
し
た
釣
り
人
が
下
船
す
る

ま
で
の
間
に
釣
果
の
報
告
を
受
け
、

ラ
イ
セ
ン
ス
期
間
終
了
後
速
や
か

に
釣
果
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
実
施
期
間

平
成
2
0
年
3
月
1
日
～
5
月
1
5
日

・
協
力
金

遊
漁
船
業
者
3
0
．
0
0
0
円

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
所
有
者

5
，
0
0
0
円

漁
業
者
　
　
　
　
3
．
0
0
0
円

お
聞
合
せ

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り

ラ
イ
セ
ン
ス
制
実
行
協
議
会
事
務

局
℡

0

1

3

4

1

2

2

【

5

1

3

8

石
狩
後
志
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
事
務
局

℡

0

1

3

5

【

2

3

－

6

6

3

7

後
志
支
庁
水
産
課
漁
業
管
理
係

℡

0

1

3

6

－

2

3

1

1

3

9

4

）

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
不
慮
の
事
故
に
備
え
、
漁
ろ
う

中
に
限
ら
ず
日
頃
か
ら
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
海
事
局
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

h
霧
p
‥
、
、
毒
毒
声
ヨ
芦
g
O
J
p
、
∃
a
三
i
∃
・

e
≡
且
a
c
k
e
く
i
⊃
d
e
X
．
三
∃
一

お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
運
輸
局
船
員
労
働
環

境
・
海
技
資
格
課

℡

0

1

3

4

－

2

7

－

7

1

8

9

円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
対
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
附
に
感
謝
し
ま
す

生
活
改
患

◎
出
産
祝
い
　
3
，
0
0
0
円
程
度

◎
入
学
祝
い
3
．
0
0
0
円
程
度

◎
病
気
見
舞
3
，
0
0
0
円
程
度

◎
餞
別
　
　
3
，
0
0
0
円
程
度

◎
香
典
（
親
族
を
除
き
）

l
，
0
0
0
円
～

3
，
0
0
0
円
程
度

お
返
し
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う

（
生
活
改
善
推
進
委
員
会
）

礼
状
用
の
は
が
き
　
（
1
枚
3
0
円
）

1
人
乗
り
小
型
漁
船
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
が
義
務
付
け
と
な
呈
す
。

去
る
1
月
2
2
日
、
札
幌
島
牧
ク

ラ
ブ
様
か
ら
小
中
学
校
の
図
書
購

入
費
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
1
0
万

は
、
総
務
課
企
画
係
。

お
返
し
ご
遠
慮
カ
ー
ド
　
（
無
料
）
　
は

各
地
区
会
長
宅
と
総
務
課
企
画
係
に
有

り
ま
す
。

〇
一
人
乗
り
小
型
漁
船
で
の
船
外

転
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶

操
縦
者
法
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、
平
成
2
0
年
4
月
1
日
か
ら
、

携
帯
電
話
等
連
絡
手
段
の
確
保
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
航
行
中
か

つ
漁
ろ
う
中
の
小
型
漁
船
に
1
人

で
乗
船
さ
れ
る
方
に
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
付
け

と
な
り
ま
す
。

○
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
6
ケ
月

以
内
の
免
許
停
止
等
処
分
の
対
象

と
な
り
、
再
教
育
講
習
を
受
講
し
て



●　　　　　　12月16日～2月15日

・　　　　（12月）

：17日　村議会定例会
・21日　中学校2学期終業式
26日　小学校2学期終業式
28日　御用納め
■　　　　　（1月）

：2日　第二栄浜地区総会
■　5日　消防出初式

：6日　本日地区会総会

：7日　歌島地区会総会
．〝　原歌地区会総会
■　〝　御用始め　　　　　　　　　　　：

■　′′　藍牧ノ」＼学校5年生国内研修視察（10日・

■　　　　まで東京都）
■10日　豊栄地区会総会

：13日　永豊町内会総会
■　〝　江ノ羞地区会総会

：′′　成人式
・15日　例月出納検査

：16日　元町地区会総会
■　′′　　中学校3学期始業式

：…娼尖藁雲量芸期始業式
－　29日　村議会臨時会

：　　　（2月）
■1日　アメマスダービー開幕（～3／23）

：6日　烏牧小学校1日入学
・　〝　特別職報酬等審議会

：13日　例月出納検査

（12月16日～2月15日住民係受付分・敬称略）

1おしあわせに
20．2．2　藤田

黒田

電たんじょう

歪蓋ト・栄磯

20．1．2　三春百合香　……　富浦

（三春　将之・貴子のお子さん）

虹おくやみ
19．12．18　鈴木　邦彦（33歳）……　原歌町

20．1．11鼻和　藤雄（79歳）…・＝　豊浜

20．1．29　大川　俊一（61歳）……　豊浜

20．1．29　宮坂美奈子（47歳）……　本日

（1月31日現在）

攣人　口
1，977人（前月比～2人）

男：　944人（前月比－2人）
女 1，033人（前月比±0人）

漉世帯数
943戸（前月比＋1戸）

具　　わが家の

お殿様
l L。ん

；石塚　轟くん
l歌島／石塚優太・朋香さんの

I　　　　　　　　　　　お子さん

：　（平成16年10月26日生）

：悪い事と良い事の区別
I　か出来、いつも周りを気

：遣ってくれる思いやりの
ある優しい子です。
いつも笑顔を絶やさず、こ

わが家の

お殿様

越後舎　舌全くん
原歌町／越後谷博・悠さんの

お子さん

（平成16年9月15日生）

いつも元気い
っぱいで歌うコ
ト、走るコトか
大好きです。
自分から挨拶し
たり、話すのも大好
き。
少しフガママな所もあ

るけど、このまま明るく元
気に育って欲しいなあ～。

（博・悠さん）

れからも優しい子に育って欲し　ヽ嶋だ

いです。

（優太・朋香さん）

苛弓蒜1冨禁冨芸在1265日達成

運 転 免 許 �毒一般＿・違反講習 

j　3月11日（火）4月8日（火） 

喜一般者13：00～1…0 　童違反者14：15～16‥15 　⊆ 簸Ⅷ盗雄幸－一偏・初回講習 　3月1∠l日（金）4月11日（金） 　艇新書三塁…33認33 

…岩内自動車学校0135－62－1328 ，ン′不一，＿　　　　　t 

叫堅＿禦隼■竿∵■∵∴」八雲自動車学校　01376‾3－2111 

ポ崎捌湖痛烈謂芸呂雷3月13日（木） 
！ 

盃しま �ま �阜平成20年2～3月号懲発行／島牧村○編集／総務課企画係（TEL75－6211内線31） L　Ho．483　〒0∠18－0621北海道島牧郡島牧村字泊83番地○印刷／株式会社総北海札幌支社 

自然環境へのやさしさを考え、

，．大豆インキを使用しています。
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